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研究概要︓超磁歪材料を用いた小型音響デバイスの開発を目的として、壁面振動によって発生する音の音響特性を検討した。内部
構造の異なる超磁歪アクチュエータを試作し、壁面パネル振動による音圧特性と周波数特性を比較評価した。 

研究背景︓超小型 EV は車体構造やスペースの制約から遮音材や音響機器を十分に搭載できず、車内の音響快適性の確保が課
題となっている。そこで壁面振動を利用した省スペースな音響制御技術の実現が求められている。 

研究成果︓内部構造の異なる 2 種類の超磁歪アクチュエータを比較した結果、磁石を多く含む構造は低周波域で高い音圧特性を
示し、長尺ロッド構造は広い周波数帯域で安定した音響特性を示すことが明らかとなった。 

図 1 壁面振動によって発生する音圧レベルの比較 

社会への影響︓本研究は、超小型 EV に適した省スペース・低消費電力の音響制御技術の実現に貢献する。車内音環境の向上に
より快適な移動空間を提供し、次世代モビリティの普及促進につながることが期待される。 

専門用語︓ 

超磁歪アクチュエータ︓磁場を加えると大きく変形する特殊な金属（超磁歪材料）を使ったアクチュエータ。 

超磁歪材料︓ 磁場を加えると大きく伸び縮みする材料。 
超小型電気自動車︓通常の自動車よりも小型で、電気で走る次世代のモビリティ。 
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